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肩書に偽りあり？

　企業を訪問させていただくと名刺交換をする。そこでまず見るのは肩

書だ。この人はどの部署のどんな役職なのか。役職が高ければそれだけ

影響力も大きく、意思決定権も持っていると思うし、また、専門職であ

れば、どれほどの専門知識を持った人なのかと思って接するのが常だ。

従って、肩書を見て、その肩書に応じた話しをすることになる。

　ところが話しをしていると、この人の肩書は本当なのと感じることが

ある。失礼な言い方であるが、この人にこの肩書につけていて大丈夫な

のと感じることがあるということだ。

　もちろん、この肩書を付けたのは本人ではなく、社長なり経営幹部と

いうことになるが、肩書に疑いを感じさせるような企業はどうしても企

業への信頼度が低くなる。

　例えば、首席技師という肩書であれば、最高位の技師ということなの

で、この人はこの会社の技術開発の第一人者であることを企業として示

していることになる。しかし、技術についての知識が乏しかったり、技

術進化についての話しもできないとなると、本当にこの人が技術開発の

第一人者なのということになるし、このような人が技術の第一人者でこ

の企業の将来は大丈夫なのということになる。

　同様に、本部長、部長、課長といった管理職の肩書に対し、適切に全

社やその部門の課題掌握ができていなかったり、方向性が示せないよう

だと、この人が本部長で大丈夫ということになる。すなわち、期待する

肩書に対して偽りがあるのではと感じると、その企業に対する信頼度は

低くなるということだ。

肩書に求められる役割・機能

　ところで、このような企業は肩書に対して、どのような機能や役割が

求められるか、またそのために必要となる能力が明確にできていないこ

とが多い。これが明確にされていなければ、当然のことながら、肩書に

相応しい力を持っていない人がその肩書になってしまうということが起

こる。

　併せて、肩書に相応しくないなと思う人が多い企業は、好き嫌い人事、

お友達人事、温情人事が横行していることが多い。経営トップが自分に

都合の良い人材だけを主要ポストにつけたりしている企業は、客観性の

ない人事評価が行われているということであり、できる人材が埋もれて

いるだけでなく、不満が蔓延していることが大半だ。

　肩書は、この人はどんな役割や機能を持ち、何ができる人なのかを示

すものだ。いわば商品カタログで言えば一言で商品の機能や特徴を示す

ものと言える。また薬で言えば、効能を一言で表しているようなものだ。

ところが、その効能が期待外れだったらどうだろうか。信用がなくなる

のは当然のことなのだ。

その肩書は相応しい？

　少しでも偉そうな肩書がほしいと思うのは常だ。社会的な地位の高さ

を示すものでもあるからだ。しかし、肩書に相応しい効能が出せないよ

うだと信頼を失うことになるのも肩書の怖さなのだ。今一度、自分の肩

書に対して真にその効能書きが示すだけの力があるのか自問自答してみ

ることも大切ではないだろうか。

から
㈱ジェムコ日本経営高橋 功吉

第163回 肩書の意味

コンサルコンサルタントコンサルタント 　「コンサルタントの現場から」のコラムは、

コンサルタントがコンサルティング等の現場

で見聞きしたことの中から、参考になるので

はないかという四方山話を綴ったものです。

　
＜執筆者プロフィール＞   

　大手家電メーカーにて、海外経営責任者などの要職を歴任後、ジェムコ日本

経営に入社。2007 年執行役員、2011 年取締役、2015 年 6 月より現職。上場

企業経営トップおよびボードメンバーへの顧問型経営支援をはじめ、グローバ

ル戦略の構築から、製造現場の現場力向上、品質革新など、経営全般にわたり幅広く活躍している。

実践に裏打ちされた「わかりやすい」コンサルティングが身上。「ものづくり経営入門」（日経

BP）他、雑誌や媒体への執筆、講演も多い。

　主な資格は、ICMCI（国際公認経営コンサルティング協会）認定コンサルタント、公益社団法

人全日本能率連盟認定マスターマネジメントコンサルタント、経済産業大臣登録中小企業診断士

㈱ジェムコ日本経営   /   常務理事 グローバル事業担当

高橋 功吉 （たかはし こうきち）

http://www.fact-link.com/home/pjr-th
https://www.yusen-logistics.com/jp/



